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助成事業の区分 
（該当するものに○印） 

研究協力に関する事業  
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成 果 の 概 要  
 
 
 
 

英語教育学に関する地方国内学会である東北英語教育学

会第 36 回山形研究大会に参加して学会発表を行った。  
 
 申請者は「EFL 説明文読解における教育的介入の効果：  
精緻化質問と繰り返しの比較」の題で，口頭発表を行った。 
 
 本発表に対して，大学教員を中心とした参加者と質疑応

答を行い，多数のフィードバックを得ることができた。実

験デザイ ンに始 まり ，分析手 法や結 果の 考察につ いて加

筆・修正が必要であることが示唆として得られた。これら

のフィードバックを基にした推敲の後，論文としてまとめ

る予定である。  
 

本事業の成果として，国内学会における研究成果の公表

が促進されたのと同時に，申請者の研究に対する継続的な

効果が期待される。  

 


